平成24年度研究部会報告

―教科書コミュニケーション英語Iを用い英語で行う授業―

大阪府立鳳高等学校　溝畑　保之
1. はじめに

　平成23年度に、全ての公立小学校高学年で外国語活動が実施され、専門でない担任による指導で、第1フェーズは成功し、第2フェーズにはいろうとしていると言われている。小学校の成果で、中学でも英語そのものへの素地やコミュニケーションへの態度は確実に向上しているとの報告もある（山本, 2013）。本研究部会第7回に見学した金蘭会中学では、デジタル教科書を使用し、充実した4技能統合型授業が3名の教員により学校として取り組まれていた。小中の英語教育改革を受け、平成25年4月よりの高校英語授業では「英語で行うことを基本とする」ことが求められている。
平成25年から使用のコミュニケーション英語I新教科書では、紙面からの日本語の排除、効果的な視覚補助や英語の説明による語彙理解などの編著者の工夫が見られる。しかし、導入のリスニング活動が生徒のレベルに合っていない、本文が難しすぎる、ほとんどの英問が事実確認である、アウトプット活動が本文内容から離れているものもある。そのため、教科書通りの指導では英語による授業が進まない心配がある。大学入試対策への効果を高め、生涯学習としての英語教育を目指したい。具体的には、まとまりのある英語を聞いたり読んだりするときに、的確に話者や書き手の意図をつかみ、英語を使うことに臆せず積極的にのぞめる生徒を育てたい。第2言語習得理論からは、Present, Comprehend, Practice, Produce （PCPP）の過程（村野井, 2006）が推奨されている。新教科書の工夫を活かしながら、大きな枠組みとして、ラウンド制で計画し、発問の工夫を行うと効果的な授業ができることが明らかとなってきた。本稿では、本研究会研究部会で、英語で進める新教科書使用の授業のあり方を検討し、導き出せた指針を述べる。
2. 研究部会活動報告と部員の感想
　小中での英語教育改革の流れを受けて、本年度研究部会（http://aosakaeta.jimdo.com/研究部会/）では、「英語での活動」をテーマにした。平成24年度研究部会全体会は次の通りの活動を行った。
第1回 5月18日　訳読オンリーから抜け出す３つのモデル（パラグラフ・チャート、Two-way Translation、縮約版2度読み） 

第2回 6月22日　「New Education Expo 2012」参加 

第3回 7月6日　 英語で授業のモデル紹介ラウンド制で 

第4回 8月24日　『発問の作法』とBloom's Taxonomyから学ぶ発問の工夫 

第5回 9月21日　旭高等学校公開授業 ラウンド制の授業見学
第6回 10月12日　新教科書で授業案を作成してみよう 

第7回 11月2日　金蘭会中学ICTを利用した授業見学 

第8回 11月9日　新教科書（Polestar Communication English I 数研出版）で授業をしてみよう 

第9回 11月30日　英語コミュケーション力測定ワークショップ 

第10回1月11日　若手教員による新教科書（Vivid Communication English I 第1学習社 ）での模擬授業 
第11回1月18日　NET 研修Collaborative Learning 参加
　金谷他（2011）の、パラグラフ・チャート、Two-way Translation、縮約版2度読みのから始まり、鈴木（2007）によるラウンド制、田中・田中 （2009）の発問の工夫を検討した。第5回では、旭高等学校坂本優美子教諭のラウンド制での授業見学を行った。 第6回、7回では、新教科書を取り上げ、第10回では貝塚南高等学校小川敏和教諭による新教科書での模擬授業を討議した。

部員の感想を紹介する。

・今年から参加させて頂いて本当に良かったと思います。沢山の先生方のアイディア、知識を与えて頂き、もっと「英語人間」になってやる！と思うようになりました。来年度も継続して参加したいと思います。今後もご鞭撻よろしくお願いいたします。

・いつも勉強させていただいて、感謝しております。I’m very lucky and happy to meet you all. 本当に先生方が積み上げてこられたものを、いつも惜しみなく提示してくださって有り難いです。少しずつですが、自分でも出来るようになりたいです。

・デジタル教科書を使った授業や英語での授業を見学することができてよかったです。
・４技能統合型の授業をあらためて考え直す良い機会になった。英語での授業の進め方をもっと知りたいので、今日のような実践をもっとお願いします。
・いろいろと勉強になりよい動機付けになっています。

・英語教授法、授業の指導法、とてもおもしろく興味深く勉強させていただきました。

・とてもためになりました。ベテランの先生ですら長年かかった。普通の自分なら何年かかるのか。いわゆる発問を作る大切さを知りました。
3. 英語で進めることを中心とした新教科書での授業

4技能を統合的に使用し、学ぶ意欲と動機の維持、向上を図り、生徒に英語力を身に付けさせる授業とするため、クラスルーム・イングリシュ、オーラル・インタラクション、テキスト内の英語での指示、内容理解、音読、語彙・表現・文法、アウトプット活動にわけて検討した結果を受け、よりよい授業構築のための指針を述べる。

3. 1 クラスルーム・イングリシュを活用しよう
　小中でのクラスルーム・イングリッシュ使用は当然となっている。高等学校では、研究授業ではクラスルーム・イングリッシュを使用しない教員は皆無となっているが、普通の教員の普通の授業ではどうであろうか。教員が率先し、教員も生徒も授業で英語を使うのがあたりまえの環境を打ち立てる。生徒は、まずは、英語での指示を聴いて動きで反応できるようになる。さらに、生徒同士での活動でも使用を促すようにする。このことで直聴直解の習慣形成を推進できる。授業が文構造解析中心であると、クラスルーム・イングリッシュは形骸化し意味を持たない。授業をESL環境に近づけるため、段階を追ってクラスルーム・イングリッシュを導入し活用したい。

3. 2 オーラル・インタラクションに挑戦しよう 

　新教科書の導入の活動を補うためにオーラル・イントロダクションを適宜利用したい。教師による一方的な語りで新教材の導入を図るオーラル・イントロダクションでは、生徒は受け身に終始することから、その改良版としてオーラル・インタラクションがある。これは、教師の語りの中に生徒への質問を入れて、その反応をふまえて導入を進めるものである。しかし、準備が大変で、生徒の反応が少ない、臨機応変に対応する教員の英語運用力が危惧されて、なかなか実施されていない。
　しかし、教員が経験を積むにつれて、適切な視覚補助やジェスチャーを利用し、円滑な導入を行えるようになると、教科書を読んでみようという気にさせることができる。音韻情報と意味が持つイメージを結びつけられ、直聴直解の習慣を養うことができる。また、新教科書教授用資料には、充実した導入用のスクリプトが準備されている。これを参考に生徒の実態に合った展開を事前に想定しておきたい。指導要領にある「生徒の理解の程度に応じた英語を用いるよう十分配慮」できるのは、生徒の実態を一番よく知る日本人英語教師である。さらに、視覚補助をアウトプットのストーリーリテル時に利用を推奨するテキスト（卯城, 2013）も出現している。教員が写真・イラストを用意する場合は3-5枚の程度に絞り、理解可能な英語との対応を工夫したい。プレゼンソフトの利用で円滑なインタラクションとなるようにするのも一案である。
3. 3 テキスト内の英語での指示を発展させよう 

　日本語の使用を極力抑えている新教科書が多い。国際水準テストのTOEFL等全て英語の指示であることも視野にいれたい。タスクをこなしながら使い続けることで自然な定着が期待できる。また、定期考査での問いも英語で行うようにする。穴埋め、並べ替え、下線部和訳などが混在する総合問題でなく、can-do statement とも連動して、出題意図の明確な問題作成が求められ、それと連動した英語での指示の定着を図りたい。教員用マニュアルには、英語のみの考査問題のサンプルも準備されているものもある（森住, 2013）。
3. 4 ラウンド制、概念地図・発問の工夫で内容理解を深めよう
従来の文法訳読では、訳すことが唯一の理解確認であり、全訳主義に陥ってしまう。逐語的理解でなく、話者や書き手の意図やまとまった文章の概要を適切につかむようにしたい。そのため、本研究部会で検討しているラウンド制（鈴木, 2007）では、日本語でのタイトル特定による大まかな理解の後で、正誤問題や質問による細部の理解に進むことが基本的な流れとなっている。本研究部会での改定版では、最初から英語を使用し、概念地図(小金丸, 2012)の利用を取り入れた。Task 1 として、英語でタイトルを選ばせる。その際、キーワードの意味理解には時間短縮のため日本語を利用する。Task 2 で、英語でのやさしい定義でキーワードの理解を深める。Task 3 で、直読直解につなげる概念地図を利用する。Task 4としてサマリーを行わせる。以上のように、最低限の効果的な日本語の使用も含め、英語使用が効果的な活動をワークシート（資料参照）に具現化し、担当教員と共有する体制を整えたい。和訳での理解については慎重に判断し、日本語を最小限にして理解を深めるという観点を失うことないようにしたい。訳す部分の特定をすることが重要である。
また、教科書本体に英問英答が準備されているが、事実確認の問いが多い。推論を要求し、個人の意見や感想を求める問いを教員が工夫しなければならない。このような読みを深める英問の研究（田中・田中, 2009）に教員の力量が求められている。授業で発展的な英問英答が実施されるために和訳先渡しや和訳中渡しの効果的な実施も推奨されよう。PCPPのアウトプット活動と位置づけて、英語でのサマリーで意味理解を確認することもよい活動となる。 
3. 5 目的を明確にした音読で定着を図ろう 

　PCPPサイクルの中でPresent, Comprehendで止まっていた従来の訳読式でなく、音読を次のProduceにつなげるPracticeとしっかり位置づける。幅広く実施されるようになっているが、形骸化している場合が少なからずみられる。意味理解がない空読み、カタカナ読みの横行、回数不足、コーラスリーディングに埋没する個人を防ぐ工夫がいる。そのため、個人指名を効果的に行い、適切なフィードバックを与える。また、臨場感・感情移入を伴った音読指導にまで高めることを目指したい。また、必ずアウトプット活動とつなげ、音読を行えばアウトプットが成功する成就感を得られるように計画することが重要である。また、教科書準拠CDを全員購入とし、リピーティング、パラレルリーディング、シャドーイングなどを家庭でも行えるように授業内に指導しておきたい。
3. 6 語彙・表現・文法は音読を中心に定着をすすめよう
　単語集での単純な暗記学習、文法書での単文例文による学習を守りの学習として捉えよう。守りの学習とは、家庭学習や自学自習で学習習慣形成のためと位置づける。本稿でのイントロ→内容確認→アウトプットの流れで、語彙・表現・文法の定着を攻めの学習と位置づけたい。攻めの学習とは、授業内の教員の指導の下、教員とのやりとりやペア、小グループ活動を通じて、4技能を統合させるようにする。脳を活性化した状態で、語彙・表現・文法を使うことを意図する。具体的には、意味理解や用法の説明は簡潔に行い、本文の音読練習の時間をとる。丁寧な音読指導では一語読みから始め、多様な音読の中で定着を図り、アウトプット活動で実際に使用させ、使える語彙・表現・文法の層を厚くする授業構築が求められている。
3. 7 アウトプット活動

　フィードバックを行うのが難しいことが アウトプット活動の実施を阻んでいる。意見・感想を求める英問やキーワードを示してサマリーに自分の意見を加えさせる活動を準備する。全体に課題を投げかける。ペアで手軽に意見交換を行わせる。個人個人に書かせて提出させる。優れた意見を抽出しクラスで紹介する。このようにできることをできるだけ気軽に大量に行うようにする。全体→ペア（グループ）→個の流れで、最終は書かせるようにすると効果的である。
4. まとめ
ラウンド制と発問の工夫を通じて、第2言語習得理論が推奨するPCPPの学習サイクルを実現する。そのため、具体的な授業プランをワークシート化して、周りの教員と協調していきたい。グローバル化する世界の中で、英語学習をとりまく環境が激変する中、工夫のされた新教科書での授業にあたって、「教科書を教えるのでなく、教科書で教える」を実践する必要がある。十分な教材の読み込み、背景知識の理解、理解を促進し深める問いかけ活動の準備、ペア・小グループ活動のマネージメント力、生徒の実態の把握が今まで以上に問われている。
5. 研究部会のご紹介

研究部会は毎年1月から2月上旬の期間でひろく皆さんの研究部員への登録を募っています。平成25年度は、24年度の「英語での活動」を継続して取り上げながら、「コミュニケーションのための文法指導」をサブテーマとして活動を予定しています。
時　程：月に一回程度（金曜日）
　1  2:30-3:00 　新学習指導要領での授業実践　基礎的な技能の講義と情報意見交換

2  3:00-5:00 　「コミュニケーションのための文法」研究

平成25年度  研 究 部 会 活 動 予 定　　　　　　　　　　　　　　
[全体会]
第1回 4月26日　コミュニケーションのための文法とは

第2回 6月7日　中学既習事項と高校での学習
第3回 7月5日　「意味順」指導を活かそう
第4回 8月23日　日本語への気づきを利用した文法

第5回 9月20日　文法項目の精選と自動化を目指す指導法

第6回 10月11日　Reading and Listening に活かす英文法
第7回 11月8日　Writing and Speaking に活かす英文法
第8回 1月10日　語彙指導と文法 

平成25年度への部員からの要望
・来年度のテーマ完璧です。もし可能ならば、ライティングにおける自己表現力をどう伸ばすかということもふれていただければ。

・文法をいかにcommunicative に教えるか大変興味があります。

・slow learner や発達障害のある生徒たちへの具体的指導法があれば勉強させて頂きたいです。

・今年も楽しい会、ためになる会、元気が出る会にしてもらいたいと思います。
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